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< 表紙の写真 >
　（右上） 2019 年 4 月に同志社大学京田辺校地で開催された淡江大学外国語文学院との

共同シンポジウムの際の記念写真。山内信幸前文化情報学部長（向かって左か
ら 2 人目）、下嶋篤現文化情報学部長（左から 3 人目）、吳萬寶現淡江大學外國
語文學院院長（左から 4 人目）、曾秋桂淡江大學日本語文學系教授・学科主任（右
から 2 人目）、陳小雀前外國語文學院院長（右から 4 人目）。淡江大学外国語文
学院のＨＰより。

　（左下）星を測ることでつくられる暦と地図。 
 私たちの手は星に届きません。 
 でも、私たちがつくりだした数学は星に届きます。 
 数学は星の光に導かれ誕生しました。
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